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 研究成果の概要（和文）： 
 生きた顔はカメラで撮影され、脳反応は視覚誘発電位の電気信号として観測される．いずれも時間の経過とともに観測される時系列データである。本研究では、センサーから観測される時系列データの収集と蓄積と処理に関するプラットフォーム技術の創出に取り組んだ。その成果は次のようにまとめられる。  ・Android オペレーティングシステムで時系列データ処理におけるバッファ管理の性能評価に取り組み、一定の成果を得た  ・顔画像の輝度分布,色相分布,周波数分布の統制については，既存の数多くあるアルゴリズムの目利きを行い，システムとして完成した．  ・視覚実験データモデルについては，日時を含むレコードデータをキーバリューデータモデルにマッピングする方法について検討を進めた． 
 研究成果の概要（英文）： 
The main problem of database system for evoked pitential data and human data is 
management of data. The data is time-series data. In this study, time-series data 
collected from sensors are collected and stored into a database. Here, a platform 
technologies for data management is investigated.  
* A performance evaluation of time-series data processing on Anroid Operating 
System. 
* Image processing algorithms to analyse illuminance distribution, color distribution, 
and image frequency are surveyed. The algorithms are installed on a Linux operating 
system. The final system is distributed via Web. 
* I also stueied about a mapping technique between record data with datatime 
attributes and key-value data model.  
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ァ管理，キーバリューデータモデル，画像位置あわせ 
 
 １．研究開始当初の背景  顔画像をカメラで撮影しそれを画面に表示する．さらに，被験者の脳波（視覚誘発電位）を多数測定し，周波数分析や統計分析を行う．このことを行うとき，基盤となる情報技術（プラットフォーム技術）としては，センサーからの情報収集と管理が必要であるし，分析技術としては，多数ある既存の技術の目利きが必要になる． 
 ２．研究の目的 研究の目的は次の３つであった。 
(1) 日本人顔画像の収集、そのデータベース構造の設計 
(2) 顔画像の輝度分布,色相分布,周波数分布の統制,位置合わせアルゴリズムの調査，実装，実装 
(3) .視覚実験データベースモデルの検討．特に各観測データに日時の情報があるときの管理手法 
 ３．研究の方法 (1) 顔画像の３次元測定機器を使い，日本人の顔画像の収集を行う． (2) 顔画像の輝度分布,色相分布,周波数分布の統制,位置合わせアルゴリズムの調査を徹底的に行い，吟味する．その上で，Ｌｉｎｕｘオペレーティングシステム上にインストールし，一体としてのシステムを作る．できたシステムを評価する． 
(3) 日時を含むレコードデータをキーバリューデータモデルにマッピングする方式について検討する．この結果，性能の高速化が見込める．  ４．研究成果 成果は次のようにまとめられる。 
(1) Android オペレーティングシステムで時系列データ処理におけるバッファ管理の性能評価に取り組み、一定の成果を得た 
(2) 顔画像の輝度分布,色相分布,周波数分布の統制については，既存の数多くあるアルゴリズムの目利きを行い，システムとして完成した． 
(3) 視覚実験データモデルについては，日時を含むレコードデータをキーバリューデータモデルにマッピングする方法について検討を進めた．  上記（２）については，すでに成果を公表しても差し支えない段階（平成２５年５月時点）であるため，以下により詳細をまとめる．   視覚実験システムを構築し，データの解析

を進めるには，下記に挙げるソフトウエアが有効になる． ・インターネット関係のソフトウエア．たとえば、センサーとの通信を簡単に実験できるnetcat ソフトウエアなど ・ビデオのエンコード／デコードソフトウエア ・ビデオカメラに関するソフトウエア ・各種画像ファイルの形式変換ソフトウエア ・プログラミング言語処理系 (例えば、C, C++, Ruby, Octave, R, SQL など） ・顔画像の輝度分布,色相分布,周波数分布の統制,位置合わせを Rubyや Rなどから行えるようにするためのブリッジソフトウエア ・プログラミング開発環境 (Eclipse など） ・プログラミング用ライブラリ（画像処理，ビデオ処理，数値演算など)  ・OpenCV ソフトウエア ・データベース管理システムソフトウエア  以上のように、視覚実験システムを組み，データの解析を行うという作業でも多数のソフトウエアが必要になるため，これらソフトウエアを集め，Ｌｉｎｕｘオペレーティングシステム上にインストールすることが課題になった．  本研究では，上記に挙げた種々のソフトウエアをインストールし，１つのシステムとして完成させた．そのデスクトップの外観を図１に示す                図１．製作したシステムの概観の例   試作したシステムは，ＵＳＢメモリなどの携帯型記憶装置で手軽に持ち運べ，ＵＳＢブート可能なパーソナルコンピュータで起動でき，どこでも使えることを特徴とする．こうした携帯可能型システムを作り上げるために，次の製作手順を踏んだ． 



 

 

 
1. Linux OS.のインストール 
2. Linux OS のシステム更新 
3. 各種ソフトウエアパッケージのレポジトリの設定. 
4. ソフトウエアパッケージのインストール 
5. パッケージ化されていないソフトウエアのインストール 
6. 再配布できないソフトウエアの削除 
7. ネットワーク接続，言語などオペレーティングシステムの設定 
  以上の結果，Ｌｉｎｕｘオペレーティングシステムと、データベース管理システムソフトウエアと、その他の各種ソフトウエアが、ＵＳＢメモリで携帯できるようになった．データベース管理システムソフトウエアに関する動作画面を図２と図３に示す．               図２．データベースプログラムの編集画面                図３．データベースの実行計画解析画面   

  以上の結果，顔画像に代表されるカラー画像の種々の処理，脳反応に代表される時系列データの統計的処理や周波数解析，センサー等とのソケット通信，種々のデータのリレーショナルデータベース化が，１つのＵＳＢメモリだけででき、データベースをＵＳＢメモリ内に格納して持ち運ぶことができるようになった．   ５．主な発表論文等 （研究代表者には下線） 
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Performance Evaluation of an Audio Tuner System Based on AIR Audio Processing Library, IEEE fourth international conference on intelligent systems, modeling and simulation, Paper ID: #1569700891, 2013年 1月 31日 １０．Muneto Yamamoto and Kunihiko Kaneko, Parallel image database processing with MapReduce and performance evaluation in pseudo distributed mode, International Conference on Applied and Theoretical Inforamtion Systems Research, Paper ID: 162, 2012年 2月 １ １ ． Soichiro Tokuhisa and Kunihiko Kaneko, the Mult-Viewpoint Stereo Image Database, International Conference on Applied and Theoretical Inforamtion Systems Research, Paper ID: 173, 2012 年2月 １２． Kunihiko Kaneko, "A statistical database system for cancer treatment analysis using human DNA microarray dataset", Bit's 2st Annual Conference and EXPO of AnalytiX 2013, 2013/03/22.  〔図書〕（計 0件） 
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